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ウェブアプリケーション フレームワーク
StavewareTM
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インターネットが爆発的な普及を遂げた現在，多種多様なサービスがウェブを通して行われている。東芝ソリュー
ション（株）は，ソリューションベンダーとして多くのウェブアプリケーションの構築を手がけているが，より高品質で
カスタマイズ性の高いアプリケーションを迅速に顧客に提供することを求められている。そのようなニーズに応える
ためにウェブアプリケーションの基盤を整備し社内で利用するとともに，社外への販売とサービス提供を行っている。

With the widespread diffusion of Internet technology, many types of services are being provided via the Web. Toshiba Solutions
Corp. has been developing numerous Web applications as a solutions vendor. Users are demanding higher quality and expandability
and faster delivery of applications. To meet these requirements, we have developed a Web application framework called StavewareTM.
This Web application framework has been applied to our own Web application development projects and delivered to customers together
with several services.

現在，ウェブアプリケーションによるサービスが様々な場面

で利用されている。コンシューマ向けのサイトから社内基幹

システムまで，その数は膨大で種類は多岐にわたっている。

これに伴い，顧客からは高品質で拡張性が高いウェブアプリ

ケーションを短期間で納入することを求められている。

東芝ソリューション（株）は，ソリューションベンダーとして

顧客のニーズに応えるために，アプリケーション開発の基盤

となる技術の研究・開発を持続的に実施している。

ここでは，高品質で，高い拡張性を持ったウェブアプリ

ケーションの開発を，より効率的に行うための基盤である

ウェブアプリケーションフレームワークStavewareTMについ

て述べる。また，StavewareTMを用いてウェブアプリケー

ションをパッケージ化する取組みと，社外へ提供するウェブ

アプリケーション開発支援サービスについても併せて述べる。

前章で述べた，品質，拡張性，開発期間における課題を

解決するためには，以下に示すいくつかの方法がある。

アプリケーションの構造の標準化

ソフトウェアの再利用

個別の利用技術やノウハウの隠蔽（いんぺい）

開発手法の標準化

これらの解決策を実現する技術として，フレームワーク技

術がある。フレームワークという用語は非常に広範な意味を

持っているが，ここでは，アプリケーションを開発するうえで

規範とすべき枠組みを指す。その枠組みを実現するための

手段としては，アプリケーションの枠組みを与えるソフトウェア

を提供する方法と，アプリケーションの開発方法の枠組み

を提供する方法とがある。ここで述べるStavewareTMは，

その両方の手段を提供する製品である。

StavewareTMとは，当社が開発し販売するウェブアプリ

ケーションのフレームワークである。特長は，徹底した業界

標準技術の採用と開発方法論を備えている点である。

StavewareTMの構成を図１に示す。

StavewareTMは，以下の三つの構成要素から成る。

プラットフォームフレームワーク

システムコンポーネント

開発方法論

次に，個々の構成要素について詳しく述べる。

3.1 プラットフォームフレームワーク

ウェブアプリケーションの構造を標準化するためのひな形

である。StavewareTMはJ2EE
（1）（注1）規格にのっとったウェブ

アプリケーションを対象としている。J2EEアプリケーション

には，図２の（1）～（6）に示すような典型的な処理の手順

がある。

まえがき1

フレームワークとは2

StavewareTMの概要3

（注１） Java，J2EE及びその他のJavaを含む商標は，米国Sun Microsystems，
Inc. の米国及びその他の国における登録商標又は商標。
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業務処理　　前記（3）から実行される個々のデータ

処理を行うステップである。実際のアプリケーションで

は，データベースへのアクセスや様々な計算処理がこれ

に相当する。

出力データの格納　　次画面に表示されるデータを

格納し，画面にそのデータを渡すステップである。

画面遷移　　業務処理の実行結果に応じて決定され

た画面を表示するステップである。

プラットフォームフレームワークは，ブラウザからのリクエ

ストを受信し，前記に示した各ステップを担うモジュールを

順次呼び出す構造になっている。呼び出すモジュールは

プログラムの外部に定義され，追加や変更がしやすくなって

いる。EJB（Enterprise JavaBeans Technology）（2）による

エンタープライズ向けのソフトウェア部品を利用する場合に

適したtype-Eと，EJBを利用しない場合に適したtype-S

という二つのエディションを用意している。

アプリケーションの構造が標準化され各モジュールの

インタフェースが既定されていることによる品質の向上，

各モジュールの役割が明確になることによる保守性やカスタ

マイズ性の向上，定型的な手続きの開発が不要になることに

よる生産性の向上という利点が得られる。

3.2 システムコンポーネント

システムコンポーネントは，アプリケーションから必要に応

じて呼び出されるソフトウェア部品である。現在は，ウェブ

アプリケーションで頻繁に用いられるコンポーネントを10種類

用意しており，順次拡充する計画である。ログ出力のための

コンポーネントや，入力データのフォーマット検証を行うため

のコンポーネントが代表例である。

頻出する処理を開発する必要がなくなることによる生産性

の向上という利点が得られる。

3.3 開発方法論

StavewareTMの特長ともいえるのが，この開発方法論で

あり，当社標準の開発方法論（3）の一つとして位置づけられて

いる。開発方法論は，以下の共通した構成要素から成り

立っている。

開発プロセス　　開発手順と，各手順において作成

されるべき成果物の定義である。開発手順の各作業項

目は，作業項目名，目的，開始条件，入力となる成果物，

作業内容，出力となる成果物，利用する設計書テンプ

レートといった属性により定義される。

設計書テンプレート 設計書の目次構成，記述すべ

き内容を定義したドキュメントテンプレートと，そこで利

用される図表を書くための図表テンプレートからなる。

図３に示すように開発プロセスの作業ごとに作成すべき

図表が決まっており，それらのテンプレートが定義され

ている。その一部はツール化されていて，フレームワーク

前処理　　アプリケーションの業務要件とは別に定

型的に実行される処理のステップである。文字コード

の設定，アプリケーションへの認証が完了しているか否か

のチェックなどの処理を，アプリケーションで共通的に

行うことが多い。

入力データの格納　　ブラウザからのリクエストに

伴って送信されたデータを格納し，データのフォーマット

の妥当性を検証するためのステップである。後に控

える業務処理は，ここで格納されたデータを入力として

実行される。

業務処理の実行　　実際のアプリケーションは，一つ

のリクエストに対して複数のデータ処理を行う。これら

複数のデータ処理の実行を取りまとめるためのステップ

である。

ブラウザ 

（1）前処理 

（2）入力データの格納 

（3）業務処理の実行 

（4）-1業務処理 （4）-2業務処理 

（5）出力データの格納 

（6）画面遷移 

文字コードの設定，ログイン済みかのチェック， 
セッションタイムアウトのチェックといった，
定型的な前処理モジュール 

ブラウザから送信されたデータを格納し 
データのフォーマットの妥当性をチェック
するモジュール 

個々の業務処理を呼び出し，また，次の 
画面に表示するためのデータを渡す 
モジュール 

データベースアクセスや，業務処理を 
実行するモジュール 

次の画面に表示するためのデータを格納 
するモジュール 

業務処理の実行結果に応じて決定された 
画面を表示するモジュール 

図２．ウェブアプリケーションの処理手順－ウェブアプリケーション
には，前処理から始まり画面遷移まで典型的な処理手順がある。

Sequence of Web application processes

システムコンポーネント 

ログ�
コンポーネント 

ファイルアップロード 
コンポーネント 

メール�
コンポーネント 

RDBラッピング�
コンポーネント�

サーバ入力 
チェック 

コンポーネント 

ユニークID発行 
コンポーネント 

JTAトランザクション 
コンポーネント 

クライアント 
入力チェック 
コンポーネント 

ファイル管理 
コンポーネント 

バッチ処理 
コンポーネント 

type-S�

アクション�
フォーム 

セッション�
ファサード 

フィルタ 

EJBサービス 

EJBサービス 

プラットフォーム 
フレームワーク 

type-E�

開発方法論 

開発プロセス 

設計ガイド 

設計書�
テンプレート�

開発 
ツール 

アクション�
サーブレット 

JSP�

アクション 

サービス 

ID� ：IDentification� JTA：Java Transaction Application Program Interface�
RDB�：Relational DataBase� JSP：JavaServer Pages

図１．StavewareTMの構成－プラットフォームフレームワーク，シス
テムコンポーネント，開発方法論の三つから成る。

Overview of StavewareTM
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社内基準値 

エラー密度（件/ソースコード1,000行）�

StavewareTM�

適用プロジェクト�
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図４．結合試験でのエラー密度の比較－ StavewareTMの利用により，
結合試験でのエラー密度が改善された。

Comparison of error density

が必要とする設定ファイルやソースコードのスケルトン

を生成できる。

設計ガイド　　前記（1）の開発プロセスの作業項目と

その成果物を，事例に基づいて具体的に説明したガイド

ラインである。

これら三つの構成要素により，設計における試行錯誤の

削減，設計作業の抜けや漏れの回避という利点が得られる。

また，開発プロセスには作業項目として，ソフトウェア部品

利用のフィージビリティスタディや共通部分設計が定義され

ており，ソフトウェア部品の蓄積及び利用の促進を図って

いる。

3.4 適用効果

社内のStavewareTM利用プロジェクトについて，その利用

効果を評価した結果を示す。

定性的評価　　適用プロジェクトのメンバーにアン

ケートを実施したところ，以下のような意見が得られた。

開発メンバーのコミュニケーション効率が向上した。

類似画面機能の生産性が向上した。

プログラムの結合がスムーズに行えた。

定量的評価　　前記アンケートで得られた「プログラ

ムの結合がスムーズに行えた」という結果を裏づけるた

めに，StavewareTM適用プロジェクトの結合試験工程で

の品質指標を計測し，集計した。StavewareTMの適用

により，エラー密度が社内の標準的な基準値に対し

約70％改善された（図４）。

以上のように，StavewareTMの適用により，実際に品質面

や開発効率面への効果が得られた。

ゼロからアプリケーションを構築していたのでは，顧客の

「高品質なアプリケーションを早く」という要望には応えられ

ない。そこで，当社が進めているのが，ソリューションの

パッケージ化である。

StavewareTMは，このようなパッケージ型ソリューションの

基盤となりうる。StavewareTM上に構築された標準仕様の

パッケージのうち，特定のモジュールだけを特定顧客向けの

モジュールに差し替えることで，カスタマイズが可能である。

StavewareTMを用いて構築したパッケージ型ソリューショ

ンの例として，コンタクトセンターソリューション CT -

SQUARETMがある。CT-SQUARETMは，“お客さま相談室”

に代表されるコンタクトセンターにおいてオペレーターが用

いるシステムであり，扱う商品やサービスの種類により，多様

なカスタマイズ要件が考えられる。

CT-SQUARETMは図５に示す構造になっており，多様な

カスタマイズ要件に応えることを可能としている。

ユースケース図 イベントフロー クラス図，シーケンス図 

画面遷移図 

クラス間処理フロー 

生成 

生成 

ソースコード 

ソースコード 
スケルトン 

画面遷移 
定義ファイル 

サービス 
定義ファイル 

図３．開発方法論により定義される作業の流れと作成図表－開発方法論によって，作成すべき設計図表の種類と作成順序が決まっている。

Design process flow defined by StavewareTM methodology

StavewareTMを利用したパッケージ型ソリューション4
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そこで当社は，StavewareTMを用いたウェブアプリケー

ション構築支援サービスを行っている。サービスの内容は

表１のとおりである。このようなサービスを提供することで，

顧客とのより強固なパートナーシップを確立することを目指

している。

多様な場面で利用されるようになったウェブアプリケー

ションの品質や拡張性を高め，効率よく開発するための基盤

製品について述べた。

今後，フレームワークのコア部分を機能強化するために，

バージョンアップやコンポーネントの拡充，及び新しい開発

手法であるMDA（4）（注3）への対応を進めていく。
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CT-SQUARETMコアコンポーネント パッケージの

標準部分であり，標準仕様の画面やデータベースアクセス

ロジックを保有している。

業種・業務向けテンプレート 顧客の業種・業務ご

とに異なるデータベースの構造を吸収するためのデータ

ベース マッピング定義ファイルと，画面テンプレート

ファイルが中心となる。これらのテンプレートとプログ

ラムの差替えがStavewareTM上に実現されている。

従来からユーザー企業の情報システム部門により，システ

ムの全部あるいは一部を構築することや，ソリューションベン

ダーが構築したシステムを運用の過程で拡張するということ

が行われてきた。しかし，プラットフォームがメインフレーム

やオフィスコンピュータからウェブへと移行するにつれ，われ

われソリューションベンダーが，ユーザー企業からウェブシス

テム構築技術そのものの支援を受託するケースが出てきた。
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表１．ウェブアプリケーション構築支援サービスの内容

StavewareTM support service menu

業種・業務向けテンプレート 

製造業向け 
テンプレート 

金融業向け 
テンプレート 

消費財系業務 
向け 

テンプレート 

CT-SQUARETM コアコンポーネント 

StavewareTM

J2EE アプリケーションサーバ�

図５．コンタクトセンターソリューションCT-SQUARETMの構成－
StavewareTMを用いたパッケージ型ソリューションCT-SQUARETM
では，カスタマイズ方法がテンプレート化されている。

Overview of CT-SQUARETM

StavewareTMによる
ウェブアプリケーション構築支援サービス

5

コードレビュー，プロトタイプ作成実装支援サービス

オブジェクト指向技術，UML（注2），
StavewareTMの教育

内　容サービス名

導入支援サービス

設計プロセスの標準化支援，設計レビュー設計支援サービス

インシデント制のメールによる問合せ対応Q&Aサービス

（注２），（注３）UML, MDAは，Object Management Group Inc.の
米国における商標。


